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	1. 定義  本条項で用いられる用語は、本契約に定義されている意味を有します。以下に追加の定義は、本EMB-EPS保守条項に適用されます。
	2. 前のバージョンの保守 SISWは、SISWのサポートセンターでの各メジャーリリースの開始日から5年間(「サポートライフサイクル」)にわたり、EMB-EPS製品を積極的にサポートします。  すべてのポイントリリースは、関連メジャーリリースのサポート期間を引き継ぎます。  一般的に、4年間及び5年間のサポートライフサイクルにおけるサポートは下記のS1として定義されるエラーのみで構成されます。
	3. セキュリティ更新(CVEの監視)  SISWは、EMB-EPSのLinux製品に適用されるコンポーネント及び構成に関する共通脆弱性識別子(「CVE」)に対するさまざまなソースを定期的に監視するものとします。SISWはNational Vulnerability Databases (https://nvd.nist.gov/vuln-metrics/cvss)のクリティカルなCVEの定義(スコアが9～10のCVEがクリティカル)からのCVSS v3.0レーティングを使用しています。SISWは...
	4. エラー修正
	4.1. 資格 エラー修正を受けるには、報告されたテストケースがSISWの参照プラットフォーム上で再現可能でなければなりません。またSISWは、SISWのエラー解析が実施できるように、お客様から必要なすべての情報を受ける必要があります。この情報には以下が含まれますが、これらに限定されません。
	4.2. エラーの重大度、目標応答時間及び目標解決時間
	エラーはSISWの合理的な裁量により、4つのカテゴリに分類されます。
	4.3. 応答のタイプ お客様がエラー修正を受ける資格がある場合、SISWは当該のエラーを評価し、以下に指定する応答タイプに従ってお客様に応答します。

